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「～ファンド」の基準価額下落について

上記は過去の実績であり、将来の傾向、数値等を保証もしくは示唆するものではありません。2ページ目以降を必ずご確認ください。

米ドル円相場 2020/3/16 2020/3/23 2020/3/24  前日比騰落率 5日前比騰落率

106.91 110.82 110.63 -0.17% 3.48%

フィデリティ投信株式会社

スペシャル・レポート

「フィデリティ・USリート・ファンド B（為替ヘッジなし）」
基準価額下落について

 2020年3月24日時点、当ファンドの基準価額が5日間にかけて大幅に下落したことから、基準価額下落の背

景や今後の見通し等につきましてご報告致します。

基準価額下落の背景

 3月23日の米国リート市場の騰落率（終値ベース）は、FTSE NAREIT Equity REITsインデックスで－

4.33％と下落しました。5日前比騰落率では、－29.03％と大幅に下落しました。新型肺炎の感染拡大に対

して、各国政府や中央銀行の対策は不十分との見方が広がったこと、各国の入国制限や外出禁止措置に

よる経済活動の停滞が懸念されたことなどが背景です。

 3月23日から3月24日にかけての外国為替市場では、流動性確保の動きによる米ドル高が一服したことな

どを背景に、米ドル円相場は約0.17％の円高・米ドル安となりました。また、5日前比の騰落率では約

3.48％の円安・米ドル高となりました。（為替の騰落率は三菱UFJ銀行発表レートをもとに当社算出）

 米国リート市場の軟調な動きが、基準価額の主な下落要因となりました。

（注）当資料作成時点の見方です。今後予告なく変更されることがあります。

今後の見通し

（注）Refinitivよりフィデリティ投信作成。FTSE NAREIT Equity REITsインデックスは米ドルベース。

ご参考（主要市場の値動き）

 米国リートのファンダメンタルズが良好な状態のなかで危機が到来したものの、短期的には一部の商業用

不動産の需要にも新型肺炎拡大の影響が及ぶとの観測が浮上しています。

 ただし、多くの米国リートは長期リースや信用力が高いテナントに支えられおり、影響は短期のリース契約を

している分野などに限られることでしょう。また、取引市場が停滞するほか、株価調整を受けて発行条件が

不利になることなどから、資金調達による追加の物件取得が減速すると見込まれますが、こちらも金融市場

の混乱が収まるまでの一過性のものと考えます。

 なお、米国リートの配当利回りと米10年国債利回りとの利回り格差は、6％程度（2020年3月23日時点）まで

拡大しています。魅力的な利回りからの資本流入が今後の米国リート相場を支えると考えています。
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米国リート市場 2020/3/13 2020/3/20 2020/3/23  前日比騰落率 5日前比騰落率

FTSE NAREIT Equity REITs
インデックス

602.81 447.19 427.83 -4.33% -29.03%

ファンド名 基準価額 前日比
前日比
騰落率

5日前比
5日前比
騰落率

フィデリティ・USリート・ファンド B(為替ヘッジなし) 2,225円 -101円 -4.34% -763円 -25.54%
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収益分配金に関する留意事項

1 ファンドの購入価額によっては、分配金の一部または全部が、それぞれの投資者ご自身の個別元本の一部払戻
しに相当する場合があります。

2 分配金は預貯金の利息とは異なり、分配金支払い後の純資産は減少し、基準価額の下落要因となります。
3 分配金は計算期間中に発生した収益を超えて支払われる場合があり、その場合当期決算日の基準価額は前期
決算日と比べて下落します。

分配方針や頻度の異なるコースが存在する場合は、投資者は自身の選好に応じて投資するコースを選択することができます。販売会社によってはコース間でス
イッチングが可能です。

1 投資者のファンドの購入価額によっては分配金はその支払いの一部、または全部が、実質的には元本の一部払戻しに
相当する場合があります。
ファンド購入後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。
ファンドの購入価額は、個々の投資者によって異なりますので、投資期間全体での損益は、個々の投資者によって異なります。

普通分配金

元本払戻金
（特別分配金）

分配金支払後
個別元本

投資者の
購入価額

（個別元本）

投資者の
購入価額

（個別元本）

元本払戻金
（特別分配金）

分配金支払後
個別元本

分配金の一部が実質的に元本の一部払戻しに
相当する場合

分配金の全部が実質的に元本の一部払戻しに
相当する場合

●「個別元本」とは、追加型投資信託の収益分配金や解約（償還）時の収益に対する課税計算をする際に用いる個々の投資者のファンドの購入価額のことを指し
ます。
●「普通分配金」とは、個別元本（投資者のファンドの購入価額）を上回る部分からの分配金です。
●「元本払戻金（特別分配金）」とは、個別元本を下回る部分からの分配金です。実質的に元本の払戻しに相当するため、非課税扱いとなります。分配後の投資者
の個別元本は、元本払戻金（特別分配金）の額だけ減少します。
※

2 分配金は、預貯金の利息とは異なります。分配
金の支払いは純資産から行なわれますので、
分配金支払い後の純資産は減少することにな
り、基準価額が下落する要因となります。

投資信託で
分配金が支払われる
イメージ

分配金
投資信託の
純資産

3 分配金は、計算期間中に発生した収益（経費控除後の利子・配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて支払わ
れる場合があります。その場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになります。また、分配
金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。計算期間におけるファンドの運
用実績は、期中の分配金支払い前の基準価額の推移および収益率によってご判断ください。
投資信託は、当期の収益の他に、ファンドの設定から当期以前の期間に発生して分配されなかった過去の収益の繰越分等からも分配する
ことができます。

前期決算から基準価額が上昇
当期計算期間の収益がプラスの場合

前期決算から基準価額が下落
当期計算期間の収益がマイナスの場合

前期決算日

＊500円
（③＋④）

＊500円
（③＋④）

＊分配対象額
500円

前期決算日

＊分配対象額
500円

＊分配対象額
450円

＊50円を取崩し

期中収益（①＋②）50円

＊50円

＊450円
（③＋④）

当期決算日
分配前

当期決算日
分配後

＊分配対象額
420円

＊420円
（③＋④）

当期決算日
分配後

＊80円を取崩し

＊80円

当期決算日
分配前

分
配
金

100円

分
配
金

100円

配当等収益①20円

基
準
価
額

10,500円

基
準
価
額

10,550円
基
準
価
額

10,450円

基
準
価
額

10,500円

基
準
価
額

10,400円

基
準
価
額

10,300円

※分配対象額は、①経費控除後の配当等収益および②経費控除後の評価益を含む売買益ならびに③分配準備積立金および④収益調整金です。分
配金は、収益分配方針に基づき、分配対象額から支払われます。

※上記はイメージであり、実際の分配金額や基準価額を示唆するものではありませんのでご留意ください。
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フィデリティ・USリート・ファンド
A（為替ヘッジあり）／B（為替ヘッジなし）
追加型投信／海外／不動産投信

委託会社、その他の関係法人

●

●

●

●

●

●

●

●

投資信託に関する留意点
●

●

●

●

●

●

フィデリティ投信株式会社　【金融商品取引業者】関東財務局長（金商）第388号
【加入協会】一般社団法人　投資信託協会　一般社団法人　日本投資顧問業協会
投資信託財産の運用指図などを行ないます。

三井住友信託銀行株式会社
投資信託財産の保管・管理・計算、外国証券を保管・管理する外国の金融機関への指示・連絡などを
行ないます。

フィデリティ・マネジメント・アンド・リサーチ・カンパニー（所在地：米国）
委託会社より運用の指図に関する権限の委託を受け、マザーファンドの運用の指図（為替ヘッジ取引
を除きます。）を行ないます。

販売会社につきましては、委託会社のホームページ（アドレス：https://www.fidelity.co.jp/）をご参照ま
たは、フリーコール：0120-00-8051（受付時間：営業日の午前９時～午後５時）までお問い合わせいた
だけます。
ファンドの募集の取扱い、一部解約の実行の受付、収益分配金の再投資ならびに収益分配金・償還
金・一部解約金の支払いなどを行ないます。

受託会社

運用の委託先

販売会社

委託会社

当資料はフィデリティ投信によって作成された最終投資家向けの投資信託商品販売用資料です。投資信託のお申込みに関しては、以下の点をご
理解いただき、投資の判断はお客様ご自身の責任においてなさいますようお願い申し上げます。なお、当社は投資信託の販売について投資家の
方の契約の相手方とはなりません。

投資信託説明書（交付目論見書）については、販売会社またはフィデリティ投信までお問い合わせください。なお、当ファンドの販売会社につきまし
ては以下のホームページ（https://www.fidelity.co.jp/）をご参照ください。

ご購入の際は投資信託説明書（交付目論見書）をあらかじめまたは同時にお渡しいたしますので、必ずお受取りのうえ内容をよくお読みください。

投資信託は、預金または保険契約でないため、預金保険および保険契約者保護機構の保護の対象にはなりません。また、金融機関の預貯金と
異なり、元本および利息の保証はありません。販売会社が登録金融機関の場合、証券会社と異なり、投資者保護基金に加入しておりません。

「フィデリティ・USリート・ファンドA（為替ヘッジあり）／B（為替ヘッジなし）」が投資を行なうマザーファンドは、主として米国の取引所に上場（これに
準じるものを含みます。）されている不動産投資信託（リート）を投資対象としていますが、その他の有価証券に投資することもあります。また、ファ
ンド自身で直接、リート等の有価証券に投資することもあります。

ファンドの基準価額は、組み入れたリートやその他の有価証券の値動き、為替相場の変動等の影響により上下しますので、これにより投資元本を
割り込むことがあります。また、リートが組み入れた不動産の値動きやリートおよびその他の有価証券の経営・財務状況の変化およびそれらに関
する外部評価の変化等により、投資元本を割り込むことがあります。リートの投資対象は、主として米国の不動産であることから、投資家は、ファン
ドに投資することにより、実質的に主として米国の不動産へ投資を行なっていることになります。従って、投資家は、有価証券のみを運用対象とす
る他のファンドへ投資する場合とは異なる種類のリスクを併せて有することになります。また、リートの価格や配当率は、リートそのものの市場での
需給関係やリートが保有する不動産の価値の変動による影響を受けます。すなわち、保有期間中もしくは売却時の投資信託の価額はご購入時の
価額を下回ることもあり、これに伴うリスクはお客様ご自身のご負担となります。

当資料に記載の情報は、作成時点のものであり、市場の環境やその他の状況によって予告なく変更することがあります。また、いずれも将来の傾
向、数値、運用結果等を保証もしくは示唆するものではありません。

当資料にかかわる一切の権利は引用部分を除き当社に属し、いかなる目的であれ当資料の一部又は全部の無断での使用・複製は固くお断りい
たします。

投資信託は、元本保証および利回り保証のいずれもありません。

投資信託は預金ではありません。

投資信託は預金保険の対象ではありません。預金保険については窓口までお問い合わせください。

三井住友銀行で取り扱う投資信託は、投資者保護基金の対象ではありません。

三井住友銀行は販売会社であり、投資信託の設定・運用は運用会社が行います。

投資信託をご購入の際は、最新の「投資信託説明書（交付目論見書）」および一体となっている「目論見書補完書面」を必ずご覧
ください。これらは三井住友銀行本支店等にご用意しています。

投資信託説明書（交付目論見書）のご請求・お申込 設定・運用

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第388号

加入協会 一般社団法人投資信託協会

一般社団法人日本投資顧問業協会
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